
27．飼料官物の努船蔵濾ヒその舞例  

過当羞  小 林  禿  

／ ま え が き   

我国の選者生産レこおし＼て酪農部門は、年々成長の温笹を辿り、その発展   

に対する期待は錐常l二大皇なものがある。   

LかL乍ら、その現状包みる長生直弼菅液晶の名面tこゎたり多＜の問砲   

を内薪Lてし＼るように思われる、帝に飼料の葡について云えば、哉層の個   

別農家の傑営面薇の蓉御性のため、夢産的土地別掲が賓展し敷く、崩膏頭  

－－－－一－∴ご 

． ■   

乳牛tニ給与三れる者刈剋飼料は流通性に 

供給之れている。Lかし乍ら・今后は飼育喝薮の増抑こ伴って、飼料生魚   

ヒ番琶とが命常化去れ＼耕作部門が療容葡円へ、粗飼料を峡恰するとし＼う   

形絡が労働畢崎、式ば飼料問題解決の一着茨ヒして考えられるものと考え   

∴章一．ミ、、   

君雄都下においても．酪農家が田並の虔象と契衡を鮮な、青刈飼料作物   

を載濾芝七て、それを留上げるとレ＼う事・親水見られるようになった．  

＝の場合鑑果無帝博物そある者刈腐耕作物の評価の間麹や・戴濾洩碕の   

問題、契約の内容等七っトて、いろいろの問薙が生じてくるものと層々れ   

るのて、青梅葡内l二おける常例を鰐介しこ積討乏加えることとLた。  

j、者橡帝の他藩約背景  

（／）地  勢  

多摩川の車券仁御荘山歓と、それから衆生する草花立像がなだらか1二  

忍伏して、南の蘭痩を毒し、比ドは天日心から東泉する小売山吹が命の   

背後まて、像き、黒山富永三山を最東端ヒして・なだらかな加東血縁に孝  

行し、命の水痘を形賎している9  

ニの歯並ニフの血液者lま、面から東にかけて商状l二開き、その訃こ争   

摩日永或ヒ零川と富谷水する商状合地象形成し、粛の賓の蔀舟lこあたる  

東都に兇在の商衝地が存在している。  

（り 壷頑ヒ人口  

比目別の面頑は身／森のとおりで、産紫斑業惑教は牙ヱ羨のとおりで、  
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ある∂   

升／農  地臣別面頑〔挙止拓嫁）  

区分  線画頑   宙   だ鰐   宅地  山林  原型   

契叔  ／ク¢、β／  ／jg   ノ上エタク  テ、ダム   タグ♂ク  占Jけ   

副 合為  ／クク   ′ヱ   ／まβ   ブ．牙   ブス、ぐ  ∠、∂   

（謹）その他には．亀公布兜攻か神社寺阻の冊布施を金む。  

甘え表  産愛別就貴名教（タ土／♂、／渕）  

荒業着港数  製温覚  蔑 菜  サー噴泉  衝動見栄  公務項  そ．の他  ユ東疎く  ♂ク㌔ヱ  ゲテ／ヱ  タ、グヱ7  豊如4イ  八ノ≠ズ  タ、♂／∫   
（ラ）裏  革  

市の農業は、水陸、編者賓客の主泉と呼．・ヒヒした御感夢煮モあるが、   

改廃朝命漠刹としく、鼻祖で遥そ宋．国賓、畜産老中｝』とした経掛二移   

紆しっゝあり、♯lこ畜産不は、多頭数朗竜による金策簡経営が芽生えっ   

つある○  

経営後原則顔家教は訝ヲ設の主亙りやある。  

オブ最  愛皆嵐頑糾顔家教（タ∫年濠蕉確要塞本朝査）  

素 質 農 家 嵐  

拝金  訝象徴－  専裟芙蓉数 H  l           そ絵 像   凍 莱（主）  東 栄珪）   

奇紀 数  カ∫ヱヰ   ブβ√   十＋十十  d‾アヱ   J．√占？   

／友禾意   4dフ   ∠、  … ・須パ   ク   ¢率グ   

／～テ兼務   入牢グム   J4   人タ∠え   オーえ   人牛／β   

タ～∫ 反   クク畠   ∫g   ∠ゲg   ／、rス．   十十∴   

√～／町   ∠／る   ／7／   ＃享√   ヱ∫9   ／g占   

／町坐せ町   ／曾7   β卒   ／クヲ   タ∂   ／ア   

〟‾へJ町   4くタ   jヲ  ヱ∂  ／乙   チ   

ヱ貯～ヲ打   ／♂   7   テ   ブ   ∴  

ブ町以上   ∠〉   ∂   ク   ク   ∠l   

塀殊農家   ク   O ヂ   0   ク   

－ノアグー   



主賓農作軌つこ且考宗家と粧霞孟席ば牙〆靡の痕りであ香っ  

▲針≠急  呈零度作物の収應状兇 （タ∫年愚衆藷資産本部笹）  

代議名；  Li六悉蕪宗教   収痘面僚  作物名  県展漂家数  収嬢面積   

水弟射   ヲアブ戸  ／′．7／ス頂  すレ＼か、   ／タグ戸  ＿・王控   

隆 ′稲t  【 ヱ．ヱjヂ   ヱg、√タグ  六 ′隈   ヱ，クダフ   ？タブテ   

大 麦  ー ノ、タダノ   ¢えグ∫タ1  ご釘う   ′午テク   ′′∫‾ブ   

」＼ 麦   人クg戸   ／牢、∠‘タ  人 参   ′え．ククタ   人7′ヱ   

親 褒   ／？7   ヱ．／ク／   Lようが   ‘ノ占   ブクタ   

ビ→レ麦   ヱ∫■4   夕、＃よク  里 芋   ／、7／／   之．クク／   

ヒうもニL   ′ユダg   ノ．ク♂ク   重ねぎ   タ7ク   ヱ享ク   

首 姦   ヱズダム   Jス√チタ   白 菜   jヾ汁ヱ   ㌔．率＃♂   

腐食責   員J∂／   ／占・ク占7  きやでつ   gヲ／   クg7   

大 豆   gク7   ′年率タ   ほうれ嘩  人♂7ヱ   タ∫♂   

」＼豆   人ク孝之   よ∂き、／   者‾混生   ／ゲラ   ／一乙タ   

えん豆   √占∫   十十＋   三瀬   ／／／   ヱヲ占   

しメJ秋定   ∠∫ヲ   タし㌻貯   茶   ≠クグ．■   ／∠クテ   

レタス   ノ♂∫   ′ユタ∫   ね ぎ、   人√ヱヱ   八房／フ   

尽 す   人ク／占   ／∴ト∫〃   雲うり   ユノーZ∂   よタ倉卒  

家畜家望んの政調教は牙∫表のとおりで・鰐剤えÅ年からチア年まて、の  

乳年飼養悪況の．推移は身る薮のとおりモあった。   

矛よ農 家竜泉望んの項羽敦 （∂7年遼東軽ぜ基本朝垂）  

役牛  乳牛  啄  ≠  山皐  鴇 象  

′   ∠′／   ク   ∴∴∵ざ   十∴   j㌧Zヱ   

矛よ表  首巻商‘こおける乳牛飼恕状認の革穆  

年次  め  す  

詔．和   飼育戸薮  総頑教  ／戸卦l 平力頭教  
お タ  

ユg   ／之＃デ  ／g／顎   ∧ゲ   牛7   ／ラく∠   ∂   

ユダ   ／タ／   … ヱ∂テ   ′古   よ7   ／卒／   √   

㌔∂   ／ゲg   ユタ／   ／∫   gg   ／よJ   g   

－／好一   



ー  
年次   “ 一郎字数1  総頑．教  ／戸車‥  め   

㈲．詔  

■ 予／   ／占き   」£∫‾   人∠   す   「㌫1      平均頭教  ／＆ヶ犀未頚  i〃ヶ贅ガ上           フク  ／デ∂  身l   

♂ヱ   ／㌻7   ＿∠∠／   人る   gプ   ／乙ど   ろ∠   

♪タ   ／7∫   ♪♪メ   人グ   ／／♂   J．ヱ∠／   

㌔4   ／占と   ㌔∫7   ノ、／   ／クデ   jヰg   

J古   ぶ7   4が占   人ク   ／占♂   ヱ＃テ   

♪£   J∂ヱ   孝♂え   ノ．ヲ   ／r／   タブ∂   ／   

タフ   ／デ古   占／／   タノ   ／gヱ   タjg  ／  

即ち上泉笹よっても技計らわ、広ようl二飼育磨象ノ声望りの硬軟ば年々磨  

1初の傾和。あり、／声削の飼育現額は／ク年間仁え如上に如して  
し＼る ○  

ブ 酪農象と裁宛農家の艶諷   

酪農象の免認はサ宣・展から針ク黍までのとおりやある♂  

サ∫桑 ‥・家族厳戒  

家猿人喫  夜祭後事惑  席＜労力   

申   女   男   寸   塀  ‾女   

g   ／タ   一半   ∠≠   ♪   ク   

弁∠表  地日別経哲薗頑  

水 田   凄邁畑   敗牽畑   象地   

久デ乾   J、町∠声   ∂々   ∫貝g飲   

牙7表  象奄琴調教  

乳 牛   乳牛（鞄）  乳乳劇胡濁  閃 豚   宰   穏   

●ヱく∠   ／   g   テクク   タ   √   

ー／乃L   



ヤ♂桑  機械罫具乾毅  

I j…．川旦」L．L竺竺撃墜埜墾  

巨験 賓幸1夕 皇 j  

‘仙’■一■－一■■  

；㌃㌃二て遍斎嘉  キヨV′ヾL  

●                                                                 ，   

矛アゑ  サイロ一  

を 大王  毒 プ、古×タれ  ヱXえ＃欣  妄ヱ×夕れ   ■2メェ軋      u ェ×㌢竹上金嘲！   喜郎式i   

・升／ク 東  園耕作物の」宰相廟稽ヒ収睾  

■   

作 付 名  照付薗萄   収   畳  剰飼期間 備  考   

刷らし壕・え人鼻   ／呵   紳、ク♂クlく    〟′し∠ 冒   

庖 峨 屠   ／ 町   ／ま、クク∂  牙′～／／  すり込㌍感   

J酎UとぅもろニL   人∠町   タグ・クク0  グ′～／え   

か   ．うて   る及   ／之≠、ククク  ／′～ 卒   

lぼ L よ   ／わ町   ／去、クク○  ／／′〉テ   すり込貯蔵   

h ．琳、 草  丹   ス／、クク♂  
享岸下野－7日クロ′ヾ一イ列マン  

9月′～／ク持・オー一子」、、、妥膚  

ニの甘牧場は、隠和夕年から乳牛の飼育と怨め、終戦前は薄暗ヱ（→項  

倒商し、J乙∫年頃からぼ√～基 線餌りてい仔クその後ヲ∫早から、夏弟  

のブ家飯が臭って、栗岡で、離農と嗟豚の其回鰭営を冷め、酪農部門、後豚  

朝門饉脛部門のラフのみ埴．立夏めて観点のような健盈内容ヒ零った。   

認定耕地は声ビ倒料作物の我執二あて・普慮作物はど－ル表白廉閏そ東■  

J＝あててし＼るだけである。牛の飼料は、乳牛配合ピー／し粕、麹㌧額尊、稲  

わら欝モあるが、窯厚飼料を争給し、乳量左裾啓一二あげてレ＼る停め年がや  

や胎賂がつ吉すき・繁凄成簡も凍りよ＜暮し＼との事であっ声8乳凄もβ級草  

葉なので日産ブ∂β付ダ叔上を感辟チろ串を白襟としていろ。   

粗鋼刹の給与は少くとも、日雇界乳牛／頚当り．常襲上よ尺ダを召腰ヒ  

してレ＼るが、軍拡は硬軟の増加lこよりはるかに下盛る免状で夢あ○そして、  

金耕地を琶産軌二利祝しようとしくも、労働力が不足L・全面困惑象金利  

確が街怨われくいなし＼。   

そこモ傾国財励肇を入れるよりも、釘前の謹厳ヒ努麿し飼和平物を菊鹿  

一っク∂－   



乏也てし そ二ilエ貰軍1‾る吾が靖和そあると考え、まブ韓めにサバ⊂プ愕「菩  

刈ヒう もろ二L」の賓鶉裁培官軍旋」降。   

凪い将釆乳牛監／クβ頭に磨費寸るう打直モあるがその韓には・腐乱空費  

形倦ヒ、ぽん承宮城星カロえ声酪農形鮭のヱつを絶食せた経理形啓にすろ予  

定で、ある8そあ克るとますます泡飼料の砲塔が覆審ヒなってくるので、肇  

耕作物の腎縛者頚定家り入沢て行き乍し＼との奉拝ったゥ  

（ヱ）弟嫁農家の究菰  

顔料作均載堵農家の魔冤は、ず／／靡から矛／g煮ま屯の重りモある9  

牙／／桑 原顔碑放  

豪族八東  

局 寸  

／   ＿2   ≠   
努  事々  

．Z   ユ   占   

ブ   ニ   ∠   ／   

卒   ∫   ト し上   ／、｛   
／  ／i        人∫  J          ロ  

牙／ヱ悉  彪目研摩酵面帯  

水 田   二重∴作窃  凄亀瀬   ．叙蚤畑  山相野  乾 コ吐   

盲軒範≠                皇穐／  ／皮ヱ巳  グ、反  トち¢   

墓 ヱ   g、   gl．ク   ク   タ∠ク   

タ   ／、ム  ＋ 十  ム．ヱ   ㌔クD   

∠メ   盲 ∠、ク   人♂   lタ、√  ／g‾∂   

牙／ヲ素  顔義家倉の腐裔頭軍務  

≦っ ーこ三1，  乳 牛   薙 啄  河豚  章   叫 孝  】肇 

／   ∂   ∂   
十 ミ  （ク   

∂   ∂   

∂   ヂ  ク   

∂  ♂  

－ ヱ  

♂   タ   ／   ／ブ0   

ク   ／ ま   ‡／∂ 
タ∂  ∂  

－－－⊥之β／－   



矛／ゲゑ  環兵礪械  

絡〝㌔副  新選麿  戒封礪  脱穀横  覿燦樵  殺すIl礫  登米磯  イ十三詫車   

パ／∂／  ／  
／  

＿之  ／  ／   ／   ／（突珂）   ／   ／  ／  

J  ／  ／  

≠  ／  ／   

牙／∫衷  主要農作廟の作付面頑  

〈／∂／   〟クヱ   〃C〉 j   〟∂ 亘  

lヨ■■騒   面 頑   面 頑   面 頑   

オく  舜   ′ ヱ 反   g、∂尿   ′∠．蟹   ヱ、ク皮   

確  腰   J、∂   タ、ク   ♪－∂   J．（）   

圧 し よ   ／ク   ．ヱ、ク   ′∫  

属顔盛   J、ク   ヱ、∂   タ、ク   ．∠、∫   

大   泉   ′ ♂  え．よ   j、♂   

ノ」＼  衆   ユ．∂   よ∂   ／、古   え、∂   

ビール蒙   ∠ ∂   J、∂   ク、占  

ギヤべツ   ′ク  ク、7  

自  乗   ／ ∂  β、∫   上．ク   

天  櫓   ／、∂   及√ ク、J   ′∫   

／ト麓 棄  ′♂   ／J  

怠  す  

ト マ ト  ′．β   

き う り  

し タ ス  ．え、β   

玉 ね ぎ  ′ク 

以上の煮やもわかる通り、萌製斡な米鼻、いも萄を中心ヒしてそ寮甘加  

えた貴賓で、俺ぎ面環も／町歩叔上で・育藤市内で、も経夢薇襟は六書し＼青lく  

属する。   

綬菜姐事務も 人よ人からユ、g人で労相力も芥牒してし＼ると思われる。  

饉哲星の隼4は¢戸とも♪∂㈹勺多古○  

＿こ20．2－   



畜産；ニ∴＼てし＼うと、殊は宰戸とも暦育しこいろが芝ノ㌻lこついては、今  

まで靡膏しノただ最もぢ＜∴近い将釆（二飼育計亙広信」＼p  

4努前栽麿の内藤  

｛／ノ 動  機  

契約裁感に至っ戸動機を戴嬉農療拝啓したところ＃戸の葦鮫の罫IJ）灯  

の通りで・あった。  

〝∂／ぼ エ療孜喪■労力の節㈲  

〃クエ ば エ嬢改良．営力の蘇街  

〝∂デ ば 土盛孜威・労カの節約並l＝生産閻の値絡の予想ゲ吾ち、  

伸雄り軌二占こぺ布利．  

耳 Ⅳ∂ヰ は土壌粒食■労力の帝都  

卒戸の塞象の存在了る放区は、いブれも背痛南の旧責考＝こ・、土煙は慮   

土、麿準土か．らなってし＼矛。そして永年ドわたり、米・牽いい・も準星主  

にそ京き乗庖しく果たのそあるか、地力の確乾が底しい♂）モ、金甲池を   

盈じての食後紆電荷帰休蒸留安厳し、地力のぜ毯kばかる筈めに考川飼  

料呼物之凍り∧、孔ろ事を考えた。  

特に「茜刈とうもろこし」の徴特に大力最を作つ美都、には、作柄によい影   

響女役ぼ、すとし＼う夢Id、＃戸の蒸家が一賀し声竜泉てあったり  

次lこ財力の虐で、あるがサイロ珂再刊ヒうもろ＝しの薪磨労力Jま夜当〟   

人モある武、漆兼、せしよぼヱク人の労力監必晋とし・上値の産で・ある  

か、更l二頒麹の場合、その礎作Fおける革とり昔の汐カを着えると、そ  

れ以上の菱となる。／J人からヱ、茸人の労働カぞり町以エの田畑を耕作  

していくのlま、どうしても労働力の不足するの次飼料作物をとり入れた  

′す六き葛討壊とぉっているタ他の雅物ヒの虹簸で旭馬鈴薯の租収入成東当   

／古、ククク円モ、凄いも代ポムf∂ク円、駄科椛がヱ、β∂∂珂そ／∫人の財力  

がかかり、また大葬やは長老／♪、占♂ク再の増収入昏摩手代ボス♂ク 呵、  

野料朝が／、オクク円で／∫人の財オが必要ぉの否、大姪怒I二計度Lても・   

「青刈ヒうもろこし⊥の方が有利甘あるという計算セしていた。  

またそ東部湾は生産物の価篠のぞ憑かたて好く、催物によってlま、前   

年の半合佐の収入J二しか左ら忍レ＼亭もあり、作物の選歌笹は、との農奴  

・も悩んて、おり、仲村する覇ヵ、ら一応の伸帝原敬が至れているという孝は  

凄家tニヒって大き芯魅力lこなってい呑ようであったD  

ー・＿2♂、ゴー   



（之）努約l村だ  

貿軋ま丈二：二よ・らす口約束モある。内容ば双のとおりで、ある。   

／、厩肥挿㌢‘子｛衣の「杷臣′払尊だけ俵田する．   

ノ 潅子は醗農家が耕作濫家に無償モ与える   

テ 吐産物の価格旺及替り畢庇／え、ククク閂ヒL、蛋終の摘掛ま一収穫す  

る時の作柄lてよっ乙潔温する。   

ゲ・収蔵曙i二は酪農家も炭て刈取り左手伝う。  

（3）栽培の突礫  

名貰家の「常州ヒうもろこし」 新作の状況はオ／∠果の盛りモあっ  

たっ   

れ占汲 馴とうもろこしの萄感状託  ■  

d  作周面積  金収垂  友当塀豊  為義葦  r 把  濱入声間  哉濾劇向  酵面相  葡埼顧   

U）   ∧∂炭  揮㌦  如㌦  ヱダK  オート三斡  
ヱ台   タ♂ド   

（上）  ′タ  ／ク、クク♪  タフクク  容∫  r十三帝 台  侶群斡  
∫   ／加平   

し～）  ／タ   デクわ  ∵十∵十  弟子  √－ト三斡 デ   
子月／∫8～  ゲゲ  鳥頗屠  

台   g♂尺   g声中旬  の何作   

（卒）   

／、∫   グj♂ク  4・タクク  √∫  ヌクク∂尺   ∫βナ8  
／ヱクド   才月／ヱ8   の痔1咋  

炊葦は秤量Lた武石ははく大体の見落て、ある。   

労働時間は都連聴監硬珂Lての野間であろ。いづれの農家も始めて「笥   

刈ヒろもろこL」苫燕嬉したの古顔術的にうまくいか定かった点もあり倒  

伏するものが争く、碓の価堵諜定に影響した。  
■   

ま、考 索   

以上／テの軽挙家と4戸の農家l・二よるサイロ用「笥刈とうもろこし」の   

野村栽名にっいて、大要宣のべてきたの冬あるが、姶めて冥賛助lて布震わ   

れた＝となのモー いろいろ閻養点があるので詔封▲してみろと、  

〈／）努約の仕方  

虚子と「胆を漂償で戴腐農家lこ与えるとし＼う尋は、将宋このよう定努   

鮒或席が多く衛なわれるようlこなったとき、幣束監成って、他の酷貴家   

i二生産間数養護三凱＼ようノこするための東腐の意味が盾まれてl．＼ろク＝  

－ニ♂¢－   



のことはニ口先キこ＼Ⅹ踪ニナニて＝甘す台濱家々「タクアン」製造釆者の習   

ドも行なわれてレ＼ろニヒで、あろ〃 二の点ばともかくとLても、価格の点   

まで、立口府釆モ雫タ）るのはさ】ご‘＝二｝一かと思われる。本革側におし＼ても、最歴   

の価格旺、／ス、ククク 同ヒいうこと／二な「たぶ、痕濾農家の倒からは濠初   

は／よ♂クク閂だっ臣とか、／タ．♂ク∂閂ヒいう寵て、あったのだとし＼ノー声も   

空か三れF。牽常夜の働からすれぼ、最低／ヱ、ククク円を保温し、作柄ド   

よって／島甘ク 閂までとす烏ヒし＼う考えだったのだろう，  

とカ＼く貴家の人々は文書孝1二よって約束するニヒは各課ないようだぶ、   

もう少いま∵フ三三り した喫縛の仕方立岩えたし＼ものである○  

また佃拷謀臣l二ついても友当りレ＼くらとし＼う究め方で、あるボ、ニの点   

はどうで、あろろか。単位琵琶当りの価薇で試めモすが合理的でゝあると患   

わメ1る。哉尭顔家は好摩する手間がかかろ次・その有が熟みに存→てよ   

し＼という意見鰐，芦。L∂、L酪農家は刺状Lて墓ぼかり不磨のダブょし＼も   

のば家蔵頑健も三鮭酵仁凍っているのだから一席仁刈解ったもの臣バタ当   

（プレ＼くわヒレ＼う価堵で買うわ呵廿二蝶レ＼か毒い∴ 郡全体の神宮みてから、   

京当りで、穿っ町有がよレ＼という考えだった。  

u〕哉溶液衝の間應  

「青刈ヒうもろこし」ぼ栽培す眉の仁それ贋むブかしい作物で・（卓二ない、   

LかLメタの農家が解払て戴増し乍のモあるが倒伏ガビで、か在り彩攣   

苫乾けて覆い席果を得られなかっ笹。飼料作物ぼゃ問生産昭で、家音声こ与   

えく．顔めて価値を発．嘩すろのだから、酪窓際ヒよく廃し合い√㌧ヒ、飼   

料価値の養いもの富妊摩すべきで、ああ。  

（ヨ）飼料平間の誹価  

本革側†二おいて最大の問題ヒ怒ったのは、や捗り生産物の辞価Iこつし＼   

てモあった。粗末市場飲引が街なわれていないので、、南偲を形牒してい   

ない奇利飼料作物ー二対Lては各魔の辞僻まぶな三れてし＼る。  

主なものをあげると次のとおりであ石。   

イ、生産費を塵孝とする方玖  

二の青菜でほ瞳虐者例の事情仁よって、一方軌二評価三れて剥同義  

倒の宰鰐が考慮きれぢい、そこて、残席攻術が高くまた條イ午がよくて堺  

穣が多けれ－ぎ単価が督くなり、その反対の場合宣二底意くなる。  

＝れま養育野円からみると、利剛密建ヒ拝金く無間償‘【二億捲が釆め  

られるニヒモあり、部門封欝にじってぼ不塵当否寄ろ。  

吉声戴牽薫の脚力＼′てここ二㌔ろ∴二軒珂輯労倍額醐ぶあり三えす畑ごこし．＼ヒ  

ー＿2久子」   



レ＼う三疋Eカ＼ら、位の作物ヒの経済勧ぢ忙聴検討j（行われにくい・  

は）拶セ＼牒凍腫憫かわ磯算すら有家  

衣魚飼料こ薯厚飼料）芝対照ヒし て、その事伸ヒ栄番β、から毘預る   

方式て、、「ピーター、ノン」の好個法ヒして加われている。  

一線に常州飼料の横網価値ば鼻仁乗客価値だけて・判断すべ三ご、古く・   

頒健衛生の問題ヾ帯審性、蚤漱性、僚周仁当っての殿下労力準1こつし＼   

ても考慮ブべ王で、、 二rlを欝瀕すると、．一・投l二痘大坪価にぢり語ぢで   

ある。  

くハ）・収入カ＼ら温質する方法  

評価しようとする伺村仲物を附いて娃療三れたものの覆土げから留   

解物以外の覇材粁賓、労働訝、その他の終欝左峯引皇、席曙から顔料   

作懲の・断面告算出する方法である。ニの方克で・ば嶺春闘門の－棉沌●   

経酵賎果仁よって単佃が究めトうれること／二怠る○  

（き）肩市価昭ヒの代雪性簸J二よる方敬  

二れま作物遺戒の考之方でlあ〔．飼料作物についこは、整要ぢ方宏   

と眉えられろ。  

許しく飼料作堰賢作付する鷹合ぼ、今まで・あった他の作物の居りに   

ノ剛寸三仕ろ乾モーあり、それが解界軌二成功したとみ左㌢れろにば斯こ   

作った物が、より鬼上l二者く収益を経営にもたら七はけれぼ怠ら㌫L＼¢  

ニのよう足許横着は、飼料代嚇が葱塵化しようと寸る場合の禰力点   

鼻盈ヒ怠ら。  

以上のようなを或があるが、いずれも酪農閉娘飼料とL■こ飼料昨年召   

の俺清価盾な土地刹河の邑他l二立って評価する青宏とし乙】土産当とば  

思われない。   

宍酢耕作し、酪農家へ餅料作昭身棋給した農家は傭賭の点につし＼ 

てどのような考え左してし＼るだろうか．  
●  

まずサイ ロ照「青刈ヒうもろこし」左前詫のよう瓜努璃の仕方モ作   

り、及当／んククク円というのは牒すぎ－るとし＼ラのが¢人の一叙した患   

家担った。●－・“＝■■ ・ノ・、  

土壌鉄泉とか穿かの蔀碍という革もああので、一夜歩臆1ま作るがそれ   

淡上は作れ憲し＼。少くとも／ダ、ク♂ク 円から／∫、ククク監僚改しくくれ   

れJどもフと作ってもよいo Lかし同時廟の他作物と紅紫してみると・   

そう磨いとは思わなし＼。  

醸羞家も牛lニその飼料左与えく、乳ボビの他県て、どの他の収益が  

一之∂∠－   



あるd＼左計質してみれ於大体ビの健煮でなら嘗えるとし＼う領：が弘てく  

るので、ぼなし＼かといぅのカ〈、帰椅に対すろ新嬉凄豪の考え方であった。  

一方解雇象の方は欄薇の患ぞけを貴々すろだけで堤〈も→と償の点ド  

ついて考えてもらいたい。園粁傭仮の者し＼ものを作れぼ・もっと客く  

買う、Lかし庚∩うるざい孝之いう浸ら他の農家ヒ努和すろとし＼う革  

だった。そうして未年からは建前のヱ戸の争頭飼育貴家ヒ協定して席  

捲をっり上げ左し＼ようにすろ針鼠千あろとのニヒだっ声。  

奪すろに、＝の事例で、は栗岡と候飴ヒし＼う蕗からいろと、賓苧のす  

が薩く、やや一身碕ヒ櫛強が決定生れてレ＼ろように思われた○   

（ホ）牛乳娃産遽掻から評定する利馴布野確京  

終岩岡揺餌料ヒしての飼料作物の疫寿性を土地利確の芝豊ミニ即して  

つ 浮腫すろに烏、叢終生塵斬る牛乳の総生産廠鮎＼ら飼料・閏以外の  

生産要素∫二帰属了ろ僻鹿五庵■険して、飼料作昭ぞのもノ）／二雫粛すろ僻  

低量寅比すろ方法、即ち牛乳重度週蓬から辞乾する利害翠寝法がある  

これは吹の式！二よって算出寸ることボ光泉る0  

MP3十3）－（こ／P′十CユPユ）  
二て二  

こ二   

M＝乳量  

召＝劇置閲見啓顆  

Rご舘与飼粁中の飼単相物の鈴与睾  

C／≦給与飼料中産入朝j件の蛋優簡飼料ヒしての健与牽  

Cユニ締与飼料中購入飼料の安7k止物餌料ヒしての鮒与賓  

アニ給与飼料中音白骨飼料の摘棒  

尾＝給与飼料卑劣水化聴解靖の崎碍  

再三乳 価  

Xニ窮める原料作喝の経済価値  

飼料骨g偉くノ配の  
ゼご飼料費の産出価値Jこ対する帰属積載＝′ククー   

費用  
／クク   

（乳吠十副産物属領   

参考まで、ド常永都下仁おける一般均乳牛条件（農林省泉東農村綾部誘致  

昭和夕上牢）定常遭ヒして冴の軟便を撃て唐ま㍉て、「骨刈ヒうもろこし」  

J ク7：－   



／尺諷の檻希厨壇空車ノi：きし、ムーニニ′   

乳苧r‥体皇ナJ√√′rく争い年間軋て！・モシ・Jニケノノく多／白の軋章／ふK、霜好事  

タ．ヱワシこ； 亨い匂／′ノくき  ユヴ聖   

書皇賢飼常用・ノここ豆粕、ゴマ堰、コフカ＝与ミール、 アマニ粕、ナタネ婚、  

∫壇平均／〃阜 ∫フ7「顎 髭木イこ甥′餌科l享牽替鯛紫とLて教水源・東棟，タ寮  

の平均て・／尺許ス基酉 ゼ′まJ†．jゝ宛   

飼料平滑の／日当りの給与吏甘→酎緋軋レく選空前屠ヒして計度し肴刈  

ヒうもろこし少♂尺ぎ解与ヒし・常在濃厚飼料は惑潅囁／、テ〟多産療磯ヱ、  

よ大祭 ヒしこ軒質した  

♂・よ㌻ラ（草叉ノア十ネ鎖ぐ〕－（′ヲX入7＋ム∫×ヱ、∠）ご堅⊇  
ヱ＝   

斗（、  ゲク  

●＼   
＝ヱ′♂ふ閂  

即ち「青刈ヒうもろこし」／火多′㌃♂夕円ということて、ある，   

以上は飼料作物の経済椅億を健計質料をもとl＝して計夢Lた訳モあるが、  

ニ爪音経営弟ヒLて評定する仁道風危の経営にぶける東刹億を痘入してい  

けばよい耽で、あるp   

纏っ＜個別農家の故術箇産lこよって者しく左右三れる。  

乾す軋佃の南瓜二よっく影響をうける、次に禰たの悪夢計斡の座興・顔料  

作物の給与凄によって変勧する。  

即ち鮭カの患い乳坪に飼料作閻き多解し、勤高倉賂入飼料の節均をはかり・  

かっ購入飼料左嶺出なく鮨与しく姦し＼乳価ち、輿亮するニヒぶ、出来れば高い  

後者価値を発轟することにぢろ〃   

Lかし反対の場合には・マイナスの席題ヒ走る場合も患り穆る。彼って  

一般的な絶倒資料心ビ芋よってあ＜まて、も哉術的な水車乞把握して、飼料  

咋昭の軽済糾缶埴が客観軌＝軒温出来たとし＼えるだろク。  
ハ   

ま と め   

以キ今田の「青刈とうもろこし」の宰相裁磨蘭聾働から主な問温点となっ  

ている¢価格宋定方法についての考え方につレ＼て私儀の考窯された青式を楓  

親したが、他に叔衝杓問題も存左してし＼るの耳、一澱化まこは時日を要すさも  

のと思う公一、乳早朝諒上虹要お粗鋼耕確保の一青煮として・普現して行く可能  

性があろと着えられる。価薦の点は詔寛部門も普選＿の仰何より有亭岬あると  

いうヒニろ仁蓉付くだろう。   

しかしあくまで・も将司ヒ供㌍の簡衡二よ「て帝管掌れるわけだから、乳牛  

珂養硬軟の増加か何題ヒ忍うう。  

ノご√い一   


